
算数・数学実践事例 1

課題に応じて図を適切に用いて考えていく子ども

小学 5年「『伝説のシート（分数のかけ算・わり算編）』をつくろう」の実践から

1 単元のねらい

（分数） × （整数），（分数）÷（整数）の計算の意味や計算の仕方を考え，それらの計算が

できるようになることを通して，乗法は（基準とする大きさ）×（基準の大きさを単位として

測った数）すなわち（基準量） × （割合）と考え，除法は基準量と割合のそれぞれの大きさを

求める場合で説明できるようにする。

2 授業の構想

(1）子どものとらえについて

5年生の最初の単元「『伝説のシー卜（小数のかけ算・わり算編）』をつくろう」では「 ldL 

で2.5rrfぬれるペンキがあります。 0.8dLでは何dぬれるでしょう」という問題を考えた。する

と，「どうしてかけ算なのに，答えが2.5rrfより小さくなるのか」という課題が生まれた。子ど

もたちの大半が，ペンキの量の差をもとに「ペンキの量が少なし、からぬれる面積も小さい」と

言葉や式を用いて説明する中で，児童Aは「この

間使った 2数直線図でいうと，上が面積で，下が

ペンキの量になりますよねO 0.8はlの左で， 0.8

倍（右図の※）になりますよね。だから面積もこ

の辺り（右図の※※）になると思います。」と説

明したO 児童Aの説明は，これまでの学級の共通

平ト

経験である図を用いた説明だったこともあり，「お～，なるほど」と歓声があがった。その後，

子どもたちの話し合いによって「かける数＜1ならば，積＜かけられる数」というまとめにつ

ながったのも，児童Aが2つの量の関係を図で分かりやすく説明したからと考える。

また，（小数〉 × （小数）の筆算 「
' 今日は小数×小数の筆算の仕方を考えました。私は ｜ 

の仕方を学習した後には，児童Bが i最初，なんで小数点をそのまま下ろさないでずらすの ｜ 
次のように日記に書いている。特に ｜か，何個ずらせばいいのかわからなかったけど，監！

下線部を読むと，前の時間に計算の ｜時間にCくんが発表した「×10をして整数にして計算 i
仕方を考えたことがこの時間の筆算 ！ してから÷10をして答えを出すjの考え方で納得でき ！ 
の仕方の理解につながっていること 直己L かけて整動こしてから，わって小数にもどす， i 

i それが分かったら楽しくなりました。（児童B)
がうかがえるo L_ 

このように， これまで学んできた図を用いてより分かりやすく説明したり，これまで学んで

きた考え方を用いて新しい課題を考えたりする姿こそ，本学校園算数・数学科として願う豊か

な学びの姿の一つであると考える。

しかし，計算の意味や計算の仕方を考えることに必要感をもつことができず， 筆算の仕方を

形式的に覚えようとした児童もいた。予想通り，その児童は，単元末の小テストで小数点の位

置を間違えていることが多かった。また，第 6学年の（分数） × （分数）の学習において 「分

子は分子どうし，分母は分母どうしをかけると答えが出る」という手順だけを覚えて後々混乱

する児童がいる実態を考えると，計算の意味や計算の仕方を考えることの必要感を，児童自身

がもつことが望まれる。
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そこで，本単元では，整数や小数から分数へと数の概念を拡張していく系統性の中で，子ど

もがこれまで学んできた見方・考え方を用い，計算の意味や計算の仕方について必要感をもっ

て考えていく姿を求めていきたい。

(2）本単元の内容と算数・数学科で考える思考力・判断力・表現力の育成との関わりについて

本単元では，主に（分数） × （整数），（分数）÷（整数）について学習する。乗法の意味に

ついては，同じ数を何回も加える累加として考えたり，基準とする大きさとそれに対する割合

から，その割合に当たる大きさを求める計算と考えたりできるようにする。また，除法の意味

については，乗法の逆で，割合を求める場合と基準にする大きさを求める場合で説明できるよ

うにする。つまり，本単元において，乗法を（基準とする大きさ） × （基準の大きさを単位と

して測った数），すなわち（基準量） × （割合）と考える素地を養っていくことができれば，

今後の（分数） × （分数）の意味理解，単位量あたりの大きさ，対応する 2つの量の聞の比例

の学習へと発展させて考えていくことができるようになると考える。除法についても，同様な

ことが言える。

そこで，上記のねらいを達成するために，まず（小数） × （小数）の学習から， 図を用い

て数量を整理し，演算決定の根拠にしたり，計算の仕方をどのように考えたかを説明したりす

る算数的活動を重視してし1く。子どもはこれまで， 1年生の時には0 Cまる）図， 2年生では

テープ図， 3年生では線分図， 4年生では関係図と出会い，

系統的に学習してきた。 5年生の（小数） × （小数）の学習

においては， 2数直線図をっくり出していき（左図），伴っ

て変わる 2つの数量の関係を整理することを大切にした。ま

た，面積図についても同様で，分数の加減計算においてつく2 2.s"~. 
（情U

テープ図の下に数直線をかいた図「 り出してきた。本単元では， これらの図を用いてみようと思

う場を設定し，それぞれの図のよさを味わえるようにしていく。「図を用いて問題に出てくる

数量を整理すると，かけ算になる意味が分かった」，「図を用いると自分の考えを友だちに分か

りやすく説明することができた」といった図のよさを味わうことができれば，算数・数学科で

考える「学んだことをし1かす力」の一つ，課題に応じて図を適切に用いて考えていく力を伸ば

していくことができると考えた。そして，第 6学年の分数の乗除計算や比の利用，中学校にお

ける正の数，負の数の乗法や除法へと，これらの図を効果的に用いることにつながると考えた。

(3）思考力・判断力・表現力の育成に関する学び合う場面の構想について

本学級では， 5年生の最初の単元から，「伝説のシート」と名づけた用紙に，これまで学ん

できた思考過程や説明の仕方を図などに表して整理する活動を行ってきた。本単元でも，この

ように整理する活動を取り入れ，次の学習にその見方・考え方をつないでいけるように展開し

ていきたし1。この「伝説のシート」とは，自分や友だちのために思いや考えを「伝」え，「説」

明するツールとして学級で位置づけている。（小数） ×

（小数）の単元のまとめとして行ったところ，右図のよ

うに「なんで、かけ算なのかな」と自ら演算決定の根拠を

説明しようとする子どもも出てきた。そこで，本単元で

も次の 3つの目的をもって 「伝説の シート」に整理する

活動を設定してい く。

!Lんで！？ ！？県宝りI」~な！

一端 一τ；＆T2－ぼヂτ一一一「 ， ，帽山 ; 

可芯ブ一二抗日~ X 2 

ぞ長示 －・可nEずヂミ子

① 計算の意味理解や計算の仕方について，必要感をもって考えることができるようにする。

そして， 「なぜ、かけ算になるのか」「どのように計算していくのか」など，筋道をたてて考え

るよさを味わえるようにする。
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② 自分や友だちのために分かりやすく整理しようとすることで，既習の表現方法を駆使し，

課題に応じて図を適切に用いて説明していくよさを味わえるようにする。

③ シートを蓄積していくことで，自分の数学的な思考力・判断力・表現力の伸びを確認でき

るようにし，次の学習へと発展させていけるようにする。

第 l次では，まず，分数のかけ算・わり算編の「伝説のシート」をつくろうとねらいと見通

しをもち，問題に挑戦してしぺ。自分の「伝説のシート」をよりよいものにするためにも，友

だちとの話し合いの中で立式の根拠や分かりやすい考え方が必要になる。既習の表現方法を用

いて説明する活動を通して，計算の意味理解や計算の仕方を自らっくり出していける学び合い

としたし1。特に第 1時では，問題提示後に「どんな式で求められるのか」と児童が問いをもて

るようにする。そ して，その理由について，小数の乗除計算で学んできた 2数直線図や分数の

加減計算で学んできた面積図等を用いてみようと思う場をつくっていく。その中で，図を用い

ている姿を既習の見方・考え方を使っている姿として価値づけ，課題に応じて図を適切に用い

て考えていく力として伸ばしていきたい。また，「～のO倍」「～をもとにして」といった言葉

を大切に取り上げ，図と照らし合わせながら視覚的に（基準量） × （割合）を意識できるよう

にしていく。さらに，小数のかけ算でつくった「伝説のシート」を振り返って，かけ算になる

理由として，前単元から基準量の何倍かで理解していたことを確認し，小数から分数へと数の

概念を拡張していることやこれまで学んできた見方・考え方がいかされていることを子ども自

ら認識できるようにしていきたい。

第2次では，第 l次で考えた（分数）÷（整数）の意味から（整数）÷（整数〉の意味を考

え直していく。面積図等を用いて， 2÷3は， tのいくつ分（何倍）かという意味， 2数直線

図等を用いて， 2mは3mのどれだけにあたるかという割合を求める意味に整理できるように

していく。その中で，分数は単位分数の何倍であることや整数の除法の商であることの理解を

深め，小数と分数，整数と分数の関係についての見方・考え方を広げていきたい。

そして，第 3次で「伝説のシート」をっくり上げてしぺ。いくつかの問題を提示し，その中

からこれまでの経験をふまえて自ら課題意識をもって取り組んでいけるようにする。作成に子

がとまる子どもに対してはノート等で前時までを振り返り，再度計算の意味理解や計算の仕方

を考えられるようにしていく。作成後に交流し，単元の内容を確かめ合っていきたい。

3 活動展開計画

次 主な学習 時 具体的な学習・内容 co印は，学び合い）

「イ云！5lのシート」をつくる 1 。小数の乗除計算の学習等における見方・考え方をいかして，

ために，（分数） × （整数）， （分数） × （整数〉の意味を考えるO

1 （分数） ...;-（整数）の意味と 。前時に続いて，（分数）×（整数）の計算の仕方を考える。

計算の仕方をしっかりと考 。小数の乗除計算の学習等における見方・考え方をし、かして，

えよう。 （分数） ÷ （整数）の意味と，計算の仕方を考える。

「伝説のシート」をつくる 4 。（整数） ÷ （整数）の意味を考え直すことを通して，整数の

2 
ために，（整数）÷（整数） 除法の結果を分数で表す意味を考え，商を分数で表す。

の意味を考え直そう。 5 －小数と分数，整数と分数の関係について考える。

「伝説のシート（分数のか ・これまで学習した分数の乗除計算について自分の「伝説のシー

け算・わり算編）」をつくろ ト」にまとめる。

つ。 7 。完成した「伝説のシートJを交流し，単元の内容を確かめる。
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4 授業の実際

( 1）本単元までの取組

本単元に入る前の単元「小数の乗除」「異分母分数の加減」において「伝説のシート」 を3

回作成した。単元を通して図を用いて数量を整理し，演算決定の根拠にしたり，計算の仕方を

どのように考えたかを説明したりする算数的活動を行ってきたこと，また，学習のまとめとし

て繰り返して「伝説のシート」を作成してきたことにより， 子どもは次のように振り返っている。

・ぼくは，全体から長さを求めることを式だけでまとめました。図があまりかけませんでした。友だち

は図をかいていて，みんなにわかりやすくする一つだなと思いました。次の伝説のシー トのときは，

そのことをいかして友だちのような図をかいてわかりやすくしたいです。（児童D)

・いままで「なぜかけ算になるのか」なんてあまり考えずにやっていたように思いました。でも，かけ

算になる理由があるからかけ算にするわけであって，それを 2数直線図で説明するとスッキリしまし

た。これからも 2数直線図をいかして考えていきたいです。（児童E)

・伝説のシートをつくるために，算数のノ ート を見返して，どうしてこの式になったのかをくわしくす

ることができました。ノートは本当に役に立っと思いました。友だちの考え方がそれぞれちがってい

て，とても参考になり，いい伝説のシートができました。（児童F)

・伝説のシートづくりをして，前まではほとんどわからなかったことを思い出しました。 Gちゃんに教 : 

えてもらってものすごくわかって，教えてもらっていなかったら全くシートができなかったと思いま ｜ 

す。このシートができるということは「授業がわかっている証拠だな」と思いました。（児童H)

児童Dは作成した 「伝説のシート」を交流し合う中で，児童Eは演算決定の根拠を考え合う

中で，図を適切に用いるよさに気付き始めている。 また，児童Fや児童Hからは，「伝説のシー

ト」 を作成することを通して，今まで学習してきたことがし、かされていくことへの喜びが感じ

られる。自分の数学的な思考力 ・判断力 ・表現力の伸びが確認できることで，学習したことを

整理する必要感も増してきていることがうかがえる。

また，前単元の「伝説のシート （小数のかけ算編）をつ

くろう」の学習における一人一人の演算決定の根拠をまと

めると，資料 lのようになった。単元はじめでは「どうし

てかけ算になるか」について考える必要感を示さなかった

子どもも，単元を通して図を用いて数量を整理し，演算決

定の根拠を説明し合ったことで，単元末の 「伝説のシート」

においては，ほとんどの子どもが，割合の考え方（※ 1) 

や累加の考え方（※ 2）でかけ算の意味を説明することが

どうしてかけ国こなるのか

資料 1

できた。また，その説明を見ると，言葉と式だけを用いて説明する児童もいるが，子ども同士

が学び合う中で出てきたテープ図や 2数直線図を用いて説明する児童も多くいた。しかし， 6 

名（20%）の児童は，かけ算をして問題を解決できるのもの，「どうしてかけ算になるか」の

課題については不明確で，自信をもって説明することができなかった。そこで，特にこの 6名

の児童がどのように考えようとしていたのかをとらえて，本単元で支援していこうと考えた。

※ l：基準に対する大きさの～倍と考えたり，基準を 1にしたときの0.8に当たると考えたりする子ども

※2・もとの数の 2, 3個分のように考えたり，もとの数より増えるからかけ算になると考えたりする子ども

(2）本単元の導入（第 1時）の様子

これまでの学習における見方・考え方のつ 「一 ； 
1 dLで千rrfぬれるペ ンキがあ ります。この ！ 

ながりを意識できるように， 1 dL析を用意 l ::J 

｜ ペンキが 4dLでは何rrfぬれるでしょう。
して小数の乗除計算のとき と同じように右の
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問題を提示した。子どもからすぐに「わかった！」「前にもやったことがある！」という声が

聞こえてきたが， trrfの大きさがイメージしにくい子どもがいることも踏まえ，前単元「異分

母分数の加減」での面積図をつかつて確認し合った。

イメージできてきた子どもは，「式がわかった！」といって問題解決に動き出そうとしてい

たので，「どうしてその式で求められるかわかる？」と問い返した。すると，「えっ…」「だっ

て…」と戸惑っていたので，「どんな式になるか，その理由を考えよう」というめあてを確認

し，立式の根拠を求める課題について追求できるようにした。

その後の説明し合う場面での授業記録は次のようであるO

T6 ・どんな式になりましたか。

児童 I：ト 4

T7 ：同じように，かけ算になった人？他の式になった人？なに算になった？

児童J：一回直してから，かけ算にした。

児童K：たし算だけをつかってもやったし，わり算だけをつかってもできた。

T8 ：わかった。では， Iさん，この式になった理由を説明してくださし、。
3 

児童 I：×4ということは， τが4dLあることだから。（言葉だけで説明）

T9 ：言葉だけだから流れてしまったけど…（板書）…Lさん，その手は何？

児童L：付け加えですo Mさんの図を使うんですけど ・o fを3つにわけると士ですよね。そのまが4つ

あるということだから，かけ算になるんじゃないかなと思いました。

TlO ．どこが似ているの？

児童L: 4 dLあるというのは， 4つ分のということで， 1 dLでミJ_ぬれるペンキが4つあるということだと
5 

思います。

Tll ：みんなは似ているところがわかった？（となり同士で）確認してごらん。あれ，相談できないと

ころ見ると…。 Lさんの言おうとしていることを説明できる人？まだ本当に国

l~ \ I わかっていないね。では，かけ算になる他の理由をいってくださし、。
3 

児童N：図が違うんだけど…（図をかく）… ldLで ぬれるんですよね。それを縦に
5 

かいて，それが 4dLあるということだから，かけ算になると思います。

T12 ：この図を使って，もうひと押し説明を付け加えることができる人いなし、かな？

（挙手がない）となり同士相談しでもいいから，説明し合ってごらん ？では，この図を使って説明

できる人がいる？

児童0：ぼくは，この図を使わずにほかのものを使って説明したい。

T13 ：それはちょっと待ってねO この図を使った説明をしてみましょう。 Pさん。

児童P・ 1 dLから 4dLまでは 4倍していますよね。C4倍とかく）下も， 4倍しな く

てはいけないから， ×4になると思います。（ 4倍とかく）

C ：いいと思います。わかりやすかった。スッキりした・

T14 ：みんなに聞くよ。 何を 4倍しているの？… （何をもとにしているかを確認しながら板書）スッキ

リしたね。ではQさん。

この後，児童Qは分数を小数に変換して計算の仕方の説明を始めた。本時のめあてとずれて

きたため，「なぜかけ算になるの」と問い返したが，子どもの問いは児童Qの説明を受けて

「この問題の答えはいくらになるのJ「なぜ、f=0.6になるの」という問いを追求したいと変わっ

ていった。その後時間が来たため，テープ図（右図）を用いて累加の意味からかけ算の意味を

説明していた児童Rを取り上げた。

T18 ．最後にRさんのノートを見て くださ い。 Rさんはかけ算になる理由をこ

の図を使って何を言おうとしているか（となり同士で）確認してごらん。
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3 3 3 3 児童s: + + 十 ということ。5 5 5 5 

児童T：すが4こあるということ

児童U：立の 4つ分ということ戸から iを4つ？し十ものと同じだから 立×4になることがわかった。
》’ 5 》】’ 5

事後のふりかえりでは次のように述べている。

i .「なんでかけ算なのか」と聞かれるとどう答えていいかわからなかったけど， Vさんが2数直線図で説 1

! 明してくれたおかげでぼくもスッ キリしました。（児童W)

! .小数のかけ算のときのことを思い出したので簡単でした。Eさんが前に言っていたように 「習ったこと｜

｜ をいかして考えると簡単」といっていたことが今日，よ くわかりました。（児童R)

評価基準に照らし合わせて，学び合いによる思考力・判

断力・表現力の高まりを評価（資料 2）すると， C基準の

「（分数） × （整数）の計算になることの理由を見つけるこ

とができず，あいまいな説明をしている」子どもは前単元

の6名から 1名へと減少した。また， A基準の「友だちの

考えやこれまで学習してきたことを組み合わせて（分数）

× （整数）の計算になることを説明している」子どもは18

名だった。このうち11名の子どもは，前単元の根拠の説明

に用いた表現から変容が見られた。言葉だけの説明に，面

積図や 2数直線図を用いた説明を加えていた。これは，友だちの考えやこれまで学習してきた

ことがし、かされている姿ととらえることができたので，ノー卜等で価値づける評価言を与えた。

5 成果と課題

課題に応じて図を適切に用いて考えていく子どもをめざして，前単元で学んできた見方 ・考

え方を用い，計算の意味や計算の仕方について考えていく授業構想を行ったことは，資料2か

らも思考力等を高めることができたといえる。特に，図に変容が見られた子どもの中には，問

題場面を前単元で初めて出会った2数直線図に表して考える子どももいた。今後， 第 6学年の

分数の乗除計算等にも図を効果的に用いることができるのではないかと考える。

しかし， 第 l時の授業の中を「図を適切に用いて考える力を育てる学び合い」と考えたとき

に，「なぜかけ算になるのか」が本当に子どもの問いになっていたかは疑問である。 最後まで

答えに執着していた児童Qらを考えると，「式がわかったが答えはどうなるの？」という問い

をもった児童が混在していたと考えられるO t×4の答えの出し方，つまり計算の仕方につい

て学び合う 中で図を適切に用いて考える力を育てる方がよかったのではないかと考える。

また，授業の中で図を適切に用いるよさを味わうためには，授業記録児童Lの「4つ分」を

図で表すように促すことで，言葉だけの説明のわかりに くさや視覚的に表した図のわかりやす

さに気づくことができたのではなし可かと考える。 他にも，子どもの「スッキリ」の言葉につい

ても「何がスッキリしたの」と問い返すことで，スッキ リの解釈から既習の図をいかした説明

のよさを感じることができたのではないかと考える。教師のはたらきかけの重要さを感じる。

最後に，資料 1のように前単元での子どものとらえを本時にいかす授業を展開したことは，

児童Rのテープ図を用いて考える姿をとらえることにつながった。事後のふりかえりからも自

分の成長に気付くきっかけになったといえる。このように，前単元で気になった 6名に焦点を

当てたことで，具体的な支援策や図の変容をとらえたはたらきかけができたといえる。

（文責 徳永勝俊）
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